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Abstract: Recently, demand for clicker is increasing for the purpose of obtaining feedback in 
real time during class, and many products are sold for the improvement of class. In case of 
purchase of these existing products, there are many disadvantages such as the license fee is 
expensive or application versions are limited and so on. In this study, we developed a “Web 
Clicker System” to support classes using Raspberry Pi 3. The Raspberry Pi is a low-cost single-
board computer that uses MicroSD cards as storage instead of expensive HDD or SSD. By 
using this web clicker, the cost of introduction can be reduced by using the iPad or tablet PC 
that already introduced at school. In addition, it is possible to gather information other than 
choice, such as free description by text and photographs.











































































































学校に導入が進みつつある iPad や Android 等のタブ
レット端末を，クリッカーの端末代わりに利用する。
本体となる Raspberry Pi が Web サーバと無線 LAN
アクセスポイントの役割を果たすため，端末側では
Wi-Fi に接続し，普通にホームページを閲覧するのと











RaspberryPi を用いた Web クリッカーの開発

















































る NUC（Next Unit of Computing）に Ubuntu Linux

















3 Model B（以下，Raspberry Pi と略） と呼ばれ
る，ARM Cortex-A53（1.2GHz クアッドコア）を









































対応ではないことと，USB ポートが USB 2.0（転送
速度の上限が480Mbps）までの対応なので，大きな負
荷がかかる用途には不向きとされる。
　Raspberry Pi で一般的に用いられる OS は，Linux
ディストリビューションの一つである Debian を
ベースとして，Raspberry Pi のハードウェア向け




プ用途として用いられる RASPBIAN JESSIE WITH 
PIXEL と呼ばれるバージョンである。もう一つは，
主にサーバ用途として用いられ，マウスは用いずに








に書き込んだものを Raspberry Pi にセットする。こ
こでセットアップした MicroSD カードの中身を確認
しようと，カードリーダー等で Windows PC や Mac
に接続してもパーティションの情報をうまく認識する
ことができないため，中身を確認することができな
い。これは MicroSD カードが，RASPBIAN を利用
するために Linux で使われる ext4と呼ばれるフォー
マットで書き込まれているためである。この状態でも
Linux のインストールされた PC からは，中身を参照
することが可能である。
　MicroSD カードに RASPBIAN をインストールで





　Raspberry Pi 3の消費電力は，5V/2.5A と非常に大
きく，かつマイクロ USB コネクタから電源供給を行





として動作させるための Apache と，CGI を動作させ
るために必要な Perl モジュールを，ネットワーク経
由でインストールを行い，適宜設定しておく。
　iPad などのタブレット端末から Raspberry Pi 内
に構築した web サーバにアクセスするためには，通















　本研究では図３b に示すように， Raspberry Pi 自
体を Wi-Fi のアクセスポイントとしても利用した。
Raspberry Pi に搭載されている Wi-Fi デバイスは，
AP モードに対応しており，hostapd と呼ばれるアク
図３．システムの概略図
図２．Raspberry Pi 3 Model B
（ヒートシンク取付済み）
─ 13 ─

























































































































RaspberryPi を用いた Web クリッカーの開発
は，下段に配置した“保存結果の表示”や，“保存ファ
イル表示”を選択する。授業終了後に PC の web ブ

















































































































可能な Raspberry Pi をサーバ兼無線 LAN ルーター
として用いることとした。この本体がタブレット端末
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